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未来の羅針盤 文部科学省の広報誌

ポイント解説

極を究める。
国立極地研究所創立 50 周年のあゆみと
極域研究の展望

築60年の廃校が
モノづくりの
魅力発信地に変身

岡山県笠岡市発！

インタビュー

誰一人取り残されない
学びの保障に向けて
不登校対策



新年あけましておめでとうございます。

皆さんはお正月に 「今年はどういう年にするぞ！」と

お考えになったことでしょう。

私は 「夢」を持つことが、自分自身を向上させる

ポイントではないかと思います。

文部科学省書道クラブ展の色紙に私は 「夢」と

書きました。

教育、科学技術、スポーツ、文化の分野で

皆さんの 「夢」を実現できるようサポートすることが、

文部科学省の使命です。

皆さんの、そして私の 「夢」を実現できるよう、

今年も全力を尽くします。

令和６年　年頭の所感
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   不登校児童生徒が急増

―― 2022年度の不登校児童生徒数が
約30万人、不安や悩みを相談できな
い児童生徒数が約11万4千人で過去最
多となっていますが、これについてど
のように考えていますか。

義務教育の段階で学びに繋がってい
ない子供たちが多くいることについて、
誰一人取り残されない学びの保障を推
進している文部科学省としては、極め
て憂慮すべき状況として受け止めてい
ます。不登校児童生徒数は10年連続で
増加しており、新型コロナウイルス感
染症が流行し始めてからの2年間で約10
万人増加（1.5倍）となりました。時差
登校で登校リズムが変わったり、学校

生活に制約が増えたことで、交友関係
を築くのが難しくなり、登校への意欲
を失った子供たちが増えたことも、原
因の１つだと認識しています。

   子供たちに寄り添った
　COCOLOプランの策定

―― 文部科学省が、不登校対策とし
て重視して取り組んでいることを教え

てください。

文部科学省では、2023年3月に、誰一
人取り残されない学びの保障に向けた不
登校対策として「COCOLOプラン」を
発表しました。COCOLOプランでは、
① 不登校の児童生徒全ての学びの場
     を確保し、学びたいと思った時に

     学べる環境を整える
② 心の小さなSOSを見逃さず、
  「チーム学校」で支援する
③ 学校の風土の「見える化」を
    通して、学校を「みんなが安心
    して学べる」場所にする
という3本の柱を打ち出しています。

　2022年度の小・中学校の不登校児童生徒数が、約30万人と過去最多となりました。また、欠席日数90日以上
の不登校の生徒は約５万９千人、学校内外の専門機関等で相談・指導を受けていない児童生徒数は約11万4千人
に上っており、子供たちのSOSを受け止め、外部の関係機関等と連携してきめ細やかな対応をすることが求めら
れています。
　そこで、文部科学省は全ての児童生徒が安心して学ぶことができるよう「誰一人取り残されない学びの保障に
向けた不登校対策（COCOLOプラン）」と「不登校・いじめ緊急対策パッケージ」を策定しました。子供たちに徹
底的に寄り添い、教育委員会等の各機関と連携し、不登校対策を推進しています。
　今回は、初等中等教育局児童生徒課の伊藤 史恵課長を中心に、COCOLOプランの推進を担う担当者に文部
科学省の不登校対策について聞きました。
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初等中等教育局 児童生徒課
課長

初等中等教育局 児童生徒課
課長補佐

初等中等教育局 児童生徒課
生徒指導第一係長

初等中等教育局 児童生徒課
生徒指導第一係

（出典）「誰一人取り残されない学びの保障に向けた   　
不登校対策 （COCOLOプラン）」
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一人一人に合った学びの場を確保する
ため、学校の中に校内教育支援センタ
ー（クラスに入りづらい子供が、落ち
着いた空間で自分のペースで学習・生
活ができる場所）を設置したり、不登
校の子供たちのための「学びの多様化
学校」（総授業時間数の短縮など、不
登校児童生徒に合わせた教育課程を組
む学校）の設置を促進することや、教
育委員会が設置をする教育支援センタ
ー（子供たち一人一人に合わせた個別
学習や相談を行う場所）の機能を強化
したりして、学びの場を提供していく
必要があると感じています。
―― 学びの多様化学校設置の具体的
な見通しを教えてください。

（同席していた担当の堀係員）こ
れまでは「不登校特例校」と呼んでい
ましたが、不登校特例校に在籍する児
童生徒や関係者の声を聴きながら「学
びの多様化学校」という名称に変更し、
不登校児童に配慮した学校として、通
常の学校より総授業時間数が少ないな
ど、柔軟に学ぶことができるようにし
ています。学びの多様化学校について
は、各都道府県と政令指定都市に1校
ずつ設置することとし、将来的には分
教室型も含めて300校を目指すという
数値目標を立てています。

そこで、文部科学省では、自治体向
けに学びの多様化学校の設置に係る相
談を受け付けており、参考資料の提供
や補助金の活用等、設置に向けての相
談を実施しています。「どういう教育
課程や制度があるの？」「設置促進の
ための補助金は出るの？」といった疑
問にお答えしますので、積極的に設置

をご検討いただき、お気軽にご連絡く
ださい。
―― フリースクール等、学校外の多
様な学びの場が期待されていますが、
その一方で、こうした学びの場があれ
ば、学校に行かなくてもよいのではな
いか、という声があります。

学校は学力の習得だけが目的ではな
く、将来社会的に自立していくために
人間関係を構築すること等を学べる重
要な教育機関であり、子供にとって一
番近い学びの場です。学校には教員免
許を持った教員がいて、財政支援によ
り環境も整えられている等、教育の質
が担保されています。まずは学校で学
ぶチャンスを子供たちが失わないよう
に学校、教育関係者が努めることが児
童生徒の社会的自立のために重要と考

えています。文部科学省では、子供た
ちが何に困っているのかを早期に把握
する取組を強化し、教育の質が保障さ
れた学校で学べる環境作りを強化して
いきます。

 ICT技術を生かして
　心のSOSの早期発見を

―― 1人1台端末を活用して、心や体
調の変化の早期発見をする取組がされ
ています。

全国の公立小・中学校で、1人1台端
末の整備が概ね完了しています。子供
たちは配布された端末アプリを整備す
ることで、悩みや困りごとを気軽に相
談することが可能となります。

ある自治体の教育委員会では、この
仕組みを全小学校高学年及び中学校で
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（出典）「令和4年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要」
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取り入れたところ、多くの相談が寄せ
られたと報告されました。アプリ導入
前は、教育委員会宛てにメールで相談
するしか手段がなく、メール相談が年
間約50件だったのですが、導入後は
アプリから680件の相談がありました。
普段使っている端末で簡単に相談がで
きるため、悩みを打ち明けるハードル
が下がっていると思われます。

また、アプリには心の状態を回答す
るアンケート機能が搭載されているも
のもあります。「気分が晴れない」と
いう回答が続いている子供には、教員
が声掛けをすることができるので、子
供の心の変化やSOSに早めに気付いて
対応することが可能です。
―― 子供たちの心の健康状態を「見え
る化」するために、アンケートは有効
かと思います。具体的にはどのような
アンケートツールがあるのでしょうか。

授業への満足度、教員への信頼感、
学校生活への安心感が低い子供が不登
校になっている可能性があります。自
治体や学校側がこの実態を把握し、対
策を講じられるよう、昨年7月に「学
校風土の把握ツール」をまとめました。
ここでは、授業満足度や生活満足度な
ど、様々な項目を可視化できるアンケ
ートツールが紹介されており、今まで
見えなかった子供たちの本音を把握す

る一助になると思います。教育委員会
を通じて、各学校現場に「学校風土の
把握ツール」の資料を配布しているの
で、ニーズに合ったアンケートツール
を導入していただければと思います。

 不登校児童生徒への
きめ細かな対応と、

 教員の負担減

―― 子供たちに寄り添った対応を強
化する一方で、学校の先生方は多忙を
極めていらっしゃいますが、国からの
支援はあるのでしょうか。

授業や子供たちへの声掛けは、教員
の重要な役割であり、教員がそこに全
力投球できる環境作りを進めていく必
要があります。教員を支援するスタッ
フとして、子供と向き合う仕事以外の
業務をサポートする人員を増やしてい
きたいと思います。また、子供の心理
的状況の相談はスクールカウンセラー
（心のケアや心に関する授業を行う心
理の専門家）、ご家庭に課題を抱えて
おり、福祉機関と家庭を繋ぐ必要があ
る場合はスクールソーシャルワーカー
（福祉・医療的な支援が必要な場合に
手伝ってくれる福祉の専門家）といっ
た教員と役割分担、連携・協働して対
応を進めるための人員を増やしていき

たいと思います。

 みんなが安心して
　学べる学校へ

―― 不登校児童生徒や保護者
の方に向けてメッセージをお
願いします。

昨年10月には「不登校・いじめ緊
急対策パッケージ」を策定しました。
COCOLOプランの取組を前倒しし、
学校内外の教育支援センター等学びの
場の整備や、小さな心のSOSの早期発
見として、アプリによる「心の健康観
察」推進等の緊急支援策を打ち出して
おり、文部科学大臣より「誰一人取り
残されない学びの保障をする」とメッ
セージを発信しました。

子供たちへは、安心して学べるよう、
学びの場やSOSを受け止める環境を整
備していくので、積極的に利用・相談
してほしいと思います。保護者のみな
さんからは、困ったときにどこに相談
すればよいのか分からないという声が
ありますので、保護者の方が情報にア
クセスしやすくなるよう、学校内外の
学びの場に関する情報や相談窓口等の
情報発信の強化を各都道府県教育委員
会等に要請するとともに、今後、文部
科学省でもその情報をまとめて発信し
ていく予定です。ぜひご活用ください。
文部科学省は、子供たちの心のSOSを
早期発見し、一人一人に寄り添った学
びの場を提供できるよう、全力でサポ
ートしていきます。

（出所）令和4年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要
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●日本の極地科学研究と極地観測の

　中核拠点として

　国立極地研究所は、1973年9月に国立大学共同利用機
関として設置され、「極地に関する科学の総合研究及び極
地観測を行うこと」が設置目的として謳われています。全
国の研究者に南極・北極における観測の基盤を提供すると
ともに、公募型共同研究の実施や、試資料・データの提供
を通じ、極域科学コミュニティへの貢献を図っています。

●南極地域観測と国際貢献

　国立極地研究所は、日本の南極地域観測を企画・立案
するとともに、モニタリング観測や研究観測を実施してい
ます。また、南極地域にある昭和基地等の観測基地施設
を保有し、維持管理・運営を行うほか、南極地域観測隊の
編成準備、各種訓練、観測事業に必要な物資の調達、搬入
計画の作成や観測で得られた資試料の管理、保管や広報
活動などを行っています。

～文部科学省の注目度の高いトピックについて解説します～
ポ イ ン ト 解 説
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極を究める。
～国立極地研究所創立50周年の

　あゆみと極域研究の展望～
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　1956年に日本の南極地域観測は始まりました。世界の
科学者コミュニティを代表する国際学術連合会議（当時）
は、1957年7月から1958年12月の期間を国際地球観測年
（IGY）と定め、地球物理学的な諸現象の解明のため、世
界各国が協力して各地で観測する計画を決定しました。そ
の観測計画の一環として南極地域における観測も計画され、
我が国にも参加について勧告がなされました。
　国内においては、日本学術会議の要望に沿って、文部省
（当時）をはじめ関係機関の協力の下にこれを一体的に推
進するため、南極地域観測統合推進本部（本部長：文部大
臣（当時））の設置について閣議決定を行いました。これ
を受けて1956年11月に最初の観測隊を派遣し、1957年
1月に昭和基地を開設しました。以来、我が国は1962年
に国際地球観測年の終了などにより一時中断しましたが、
1965年の再開以降、海上自衛隊の協力のもと、現在まで
継続して南極地域観測を実施しています。
　継続的な南極地域観測により、数々の科学的な成果が生
みだされており、例えば、1970年代には世界に先駆けて
南極隕石を大量発見し、宇宙科学や惑星科学に新たな知見
をもたらしました。1980年には、昭和基地での観測によ
り世界で初めてオゾンホールを発見しました。この発見
は、その後に、モントリオール議定書によるオゾン層破壊
の原因物質であるフロンガスの規制に繋げるなど、社会
的にも大きな影響を与えることとなりました。1990年～
2000年代にかけては南極の氷床の頂部の一つであるドー
ムふじでアイスコア掘削を実施。これまで最深で3,035m
深のアイスコアを掘削して、過去72万年間の地球規模の
気候変動の復元を行い、気候変動のプロセス解明やそれを
用いた将来予測の精緻化に大きな貢献を果たして来ていま
す。2010年代後半以降では、南極でも氷床流出の加速化
が認められている地域での海洋観測を強化して、海の暖か
い水が棚氷を下から融解させるプロセスなども明らかにし
ており、今後予想される氷床融解に伴う海水準上昇の将来
予測などへの貢献も図っているところです。

●北極域に関する研究開発

北極域においては、ノルウェー北部のスバールバル諸島
にニーオルスン基地を保有する他、スカンジナビア北部、
グリーンランド、アイスランド、カナダ、アラスカ等に研
究観測拠点を設置し、大気、雪氷、陸域生態、超高層大気、
オーロラ等の国際共同観測を実施しています。

北極域は現在、地球温暖化の影響が最も顕著に現れてい
る地域です。海氷の急速な減少や氷床融解の加速など、北
極域の自然環境の急激な変化は、北極域にとどまらず、地
球全体の環境や生態系に大きな影響を与えることが科学的
に指摘されており、将来への深刻な懸念が国際的に共有さ
れています。しかし、北極域では「観測データの空白域」
が大きく、北極域の科学的理解はいまだ十分ではないこと
が多くの機会に指摘されています。
　文部科学省では2011年度～2015年度にGRENE事業
北極気候変動プロジェクトを、その後2015年度～2019
年度には北極域研究推進プロジェクト（ArCS: Arctic 
Challenge for Sustainability）、2020年度～2024年度
（予定）には、北極域研究加速プロジェクト（ArCSⅡ）
を実施しています。北極の急激な環境変化が我が国を含む
人間社会に与える影響を評価し、科学的知見を国内外のス
テークホルダーに提供することなど北極域の課題解決に向
け、国際的な連携のもと様々な研究に取り組んでいます。
　また2021年度には第3回北極科学大臣会合（ASM3: 
3rd Arctic Science Ministerial）をアジアで初となる東
京で開催しました。北極における研究観測や主要な社会的
課題への対応の推進、関係国間や北極圏国居住の先住民団
体との科学協力の更なる促進に取り組みます。

●極地氷床は気候環境変動の

歴史アーカイブ

南極・北極域は、大気及び海洋の冷熱源として地球規
模の気候に大きな影響を与えています。さらに地球規模
の物質循環では、大気成分や大気中のエアロゾルなどの

ሾઇ֭ؓפآ׬
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微量物質に関し、地球全体のバックグラウンド的な意味
を持つ情報を取得できる場所でもあります。極域は人為
起源物質の放出源から距離のあるエリアであり、そこで
得られる観測情報から地球の変遷を知ることができるか
らです。こうした物質循環情報は、積雪層に保存・記録さ
れ、氷床コアの解析から過去の気候・環境の復元が可能
となっています。復元の時間スケールは現状で過去約70
万年規模に及び、今後さらに約100万年規模まで拡張を
目指しています。

●世界の極域科学の拠点として、

次の50年に目指すもの

国立極地研究所が50年の歳月を費やして観測・研究し
てきた成果は、世界の極域科学に確かな足跡を記してきま
した。これらの成果を土台に、次の50年、どんな課題と
向き合い、どんな解決策を探求していくのでしょうか？
　その喫緊の課題のひとつが、地球規模で進む気候変動の

観測や将来予測の精度をさらに高めることです。地球温暖
化を越えて、地球沸騰化とも言われる現在、海面の水位上
昇や異常気象の増大は、我々が直面する最大の懸念のひと
つであり、その命運を握っているのは南北両極に存在する
氷です。

たとえば南極には、地球の淡水の約7割を占める氷床が
存在します。わけてもその大部分を占める東南極氷床の挙
動は、人類の生存圏を脅かすほどの影響力を持っています。
このエリアの継続的な観測を担う希少な拠点こそが昭和基
地に他なりません。
　一方、北極域では地球平均の3～4倍のスピードで温暖
化が進行しています。北極域の海氷消失は、大気を通じて
中緯度や地球全体にも影響を与えており、日本で観測され
る異常気象の一因だと考えられています。
　このように、南極と北極の両極域は全球的な環境変動の
影響を受け変動し、両極域で起きる環境変動は、大気・海
洋循環等を通して全球的な環境変動にフィードバックしま
す。重要な両極域の役割とその影響を明らかにすることで、
今まさに変わりゆく地球環境をいち早く高精度に検知し、
地球環境の将来予測をより確かなものにすることが期待さ
れています。
　日本の極域研究は、東西冷戦の最中に両陣営を含む世界
60ヵ国以上が手を取り合った国際科学研究プロジェクト、
IGY（国際地球観測年）を機にスタートしました。日本の
極域科学をリードするのみならず、世界中の科学者のコラ
ボレーションをリードする極域科学の拠点としての役割を
果たしていく国立極地研究所とともに、文部科学省として
も極域研究の振興に取り組んでまいります。

ႊઇ֦઻ణ֔חר׮יח֞׋
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  取り壊されるはずだった
  旧大島東小学校

旧大島東小学校は、岡山県南西部
に位置する笠岡市にあります。ここは
瀬戸内海に面した暖かく暮らしやすい
気候の場所です。児童数が減ったこと
で廃校になってしまいましたが、旧大
島東小学校を卒業した地元の方々から
は、何らかの形で小学校を残してほし
いという声がありました。しかし、古
い木造校舎もあるため、老朽化による
倒壊の危険や防犯面での危険があった
り、財政負担の観点からも維持管理が
難しかったりしたことから、笠岡市で
は取り壊す方向で検討が進んでいまし
た。そんなとき、地元の家具職人の南
さんが、職人仲間と共に「この廃校を

アトリエとして活用したい」と笠岡市
役所を訪れたのです。

  多様な人が集まるアトリエ
 を作りたい

南さんはもともと笠岡市に工房を持
つ家具職人でした。2018年に旧大島
東小学校の閉校の記事の写真を見た途
端、この校舎に一目ぼれしたといいま
す。60～70年経った階段の手すりや廊
下は木のつやが素晴らしく、こんな場
所で仕事ができたらいいなと思ったそ
うです。教室の窓からは瀬戸内海が臨
めて、ロケーションも最高です。たく
さんの教室を活かして、ものづくりの
館として異業種の職人を集め、お互い
に刺激をし合える環境を作り、さらに

㖇㖉㖈ሓ෗Ӡॆ֭஑಻་ဥဪ൚

༉ᅳӠႊӠཔႱ֔ג
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ဿ࡮ ഡஂ֔ג
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現 場 か ら
岡山県笠岡市

発!

築60年の廃校が
モノづくりの魅力発信地に変身
シェアアトリエ「海の校舎」

1 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/1296809.htm
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一般の人達もたくさん集まるような場
所にしたいと考えたそうです。

しかし市役所としては、南さん達
職人からの申し出に対し「困ったな」
というのが最初の印象でした。笠岡市
には廃校利活用担当の部署も、そのノ
ウハウもないため、どの部署が担当に
なるのか決まらず、こう着状態が続き
ました。それから1年経ったころ、当
時協働まちづくり課に着任したばかり
の藤井さんに、この廃校活用の話がま
わってきました。藤井さんは「廃校活
用の経験はないけれど面白そうな取組
だ」と捉え、担当者を引き受けること
になりました。ついに廃校活用の取組
が動き始めたのです。

  手探りでの廃校活用
 スタート

藤井さんと南さん達に多くの壁が
立ちはだかります。まず、笠岡市とし
ては、個人事業主である職人達に市の
財産である廃校施設を任せてよいのか、
プロジェクトを進めるにしても誰がど
ういった形態で管理・運営していく

のかが最初の課題と
なりました。相談の
結果、南さんは廃校
に思い入れがあり再
活用を強く望んでい
た地元の方々も巻き
込んで廃校を楽しん
でもらいたいと考え、
公益性のあるNPO法
人として「NPO法人
海の校舎大島小」を
立ち上げました。以
後、このNPO法人がプロジェクトの窓
口となります。

校舎の不要な構造物の撤去、行政財
産から普通財産への移管手続、校舎の
不動産鑑定の実施等の賃貸契約に関す
る業務等、多岐にわたって解決すべき
課題がありました。それらの課題を市
役所の一つの課だけで解決することは
到底できません。そのため、藤井さん
は公共施設マネジメントの一貫で当時
設置されたばかりの「公有財産利活用
検討委員会」を活用し、庁内横断的な
課題として取り上げ、他部署を巻き込
んで調整、協議を行うことで、密に課
題とスケジュールを共有・連携し、横
のつながりを強化して部署を越えた協
力体制を築き上げました。

  条例、資金……
立ちはだかる壁

大きな壁として、「特定用途制限地
域内における用途制限の条例」があり
ました。廃校が田園居住地区にあるた
め、この条例により職人達が使う原動
機（機械）の持ち込みができないこと
が判明したのです。市としても、この
ような条例のある地区にそんな計画を
持ち込まれてもと一時は暗雲が立ち込
めたといいます。しかし、南さん達は
周辺環境に影響がないことを証明する
ため建築士による騒音調査や図面や書
類などの作成を行い、地域住民への説
明会も実施しました。藤井さんも建築
指導関係者と粘り強く協議を重ねまし
た。その結果、公聴会と建築審査会を
経て、公益性を鑑みて特例許可を得る

ことに成功しました。
他にも、自動火災報知器の設置等の

法律的な制限をクリアするために、電
気工事や校舎の改修等、膨大な作業が
必要でした。笠岡市が賃貸物件として
貸し出す形をとり、シロアリや雨漏り
等、建物の根幹に係る最低限の整備は
市が負担しましたが、事業としての改
修費用はNPO法人で受け持つことに
しました。南さん達は銀行からの融資
も受けつつ、参加した職人達の技術を
生かして自分達で直せるところは直し、
なるべく費用を抑える工夫をして、ま
ずは最低限の改修を行い、現在も改修
を続けています。

度重なる難問に、心が折れそうにな
ることも何度かあったそうですが、南
さん達は諦めることなく「何かいいア
イデアはないだろうか」と考え続け、
周囲の協力を得ながら一つずつ解決し
ていきました。手探りで迷路の中を進
むような状況の中で、文部科学省の
「みんなの廃校プロジェクト」の事例
の中から参考になりそうな取り組みを
探しては，電話で問い合わせたり視察
に行くことで、解決のためのヒントを
見つけていったそうです。

モノづくりをとおして地域の
魅力発信の中心地となった
シェアアトリエ

藤井さんと南さんをはじめとする関
係者の奮闘により、2021年7月に「シ
ェアアトリエ 海の校舎」がオープン
しました。145年の歴史ある小学校ଭ஑಻֦֭֮֩׈ೡց׊ᐒֽփ

ၾ֭୿ሮם؟׽ח
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に、ものづくりのクリエイターが集ま
り、入居者同士の交流を通じて知識や
技術をシェアできるアトリエです。入
居者の募集を始めてから、瞬く間にシ
ェアアトリエの入居希望者が増えてい
きました。現在16事業者が入居してお
り、他府県から移住してきた入居者も
４名います。賃貸契約5年間という契
約でのスタートで、当初は1年に1事業
者増えるくらいのペースを想定してい
ましたが、3年目にして入居率100％の
達成がほぼ確実になりました。

また、シェアアトリエでは、「使い
捨てされるものではなく、長く使える
商品に触れてほしい」という思いから、
「クラフトマルシェうみの市」というイ
ベントを年に１～２回行っています。作
家さんの作品を購入したり、ワークショ
ップでものづくり体験ができたり、校舎
の中を見学できたりするイベントです。
第4回目となった昨年4月のうみの市で
は、県内外から作家さんが集まり計66
店舗出店しました。シェアアトリエに遊
びに来てくれたお客さんが写真をSNSに
投稿し、海が見えるノスタルジックな校
舎として拡散してくれた影響もあり、う
みの市の広報は大規模には行いませんで
したが、来客数2,000人超の大イベント
となりました。初めて笠岡市を訪れたカ
ップルや若い人達が多くいたといいます。
苦しい最中に参照した「みんなの廃校プ
ロジェクト」上に、自分たちのケースが
一事例として紹介されることになったの
も、どこかの誰かの役に立てるかもしれ
ない、と感慨深かった、とお二人はいい
ます。

  まちづくりへの拡がり

シェアアトリエが入居率100％に届こ
うとしている今、次のステージとして、
各アトリエの教室とは別に、コワーキン
グスペースを作ることを考えているとい
います。より多くの人に仕事場として海
の校舎を利用してもらい、笠岡市に訪れ
る人を増やしたいという狙いです。県外
からの移住も想定し、老朽化して危険な
物件となっている空き家を活用して、移
住してきた人に住む場所を提供できるよ
う計画しています。

また、学校で笠岡市の取組を発信す
る機会も増えてきており、入居者さん達
のお仕事やシェアアトリエについて、子
供達に紹介する活動も行っています。人
口減少が進み、大学進学や就職を機に地
元を離れていく子供達が多い中、笠岡市
の地域の魅力や地元に残っても社会にコ
ミットした、かっこいい仕事や自分らし
い生き方ができることを知る良い機会と
なっています。廃校活用によって笠岡市
の知名度が上がり、県内外からたくさん
の人が笠岡市を訪れるようになったこと、
さらにこれから空き家問題等の地域課題
も解決しようと取り組んでいることを紹
介し、地域活性化という社会貢献の仕方
を伝えていきたいといいます。

長い時間をかけて地域の人々のたくさ
んの思い出を作ってきた校舎は、廃校に
なっても、地域を超えて人々をつなぐ拠
点として様々な可能性を有しています。

岡山県笠岡市

ঀࣰ౦֮Ւฦᆪ֋ஃဥଡ֧፥ไࣰ֖֞౅ଡ֭ႊฦᆪ֪ࡔམ֖Ւญ

୅ၾॆ૙֭ࣽཊ֦֭࢑൛֩փࣾ׃֊֩ਂ୭֦ Փ֘ሾᆪ֮፜ሟ֊ Ւ֦

ႊᆪ֮ญ୅ၾॆேጵ୰ࣆၾ֪ዛ෗㕷ဥב৞ֿዃӽӺ֭ဥyבዛ֘

׃Ւ౦ၾ֪֮౅ጉಛ၌ೆၗঀࣰԔԍ֊ֺ׊փ֥׋ಛ๹֪૝ֽ֨֩׊

ԕԡ౅ጉ቎๦ঀࣰࢾ֋ց׉Ւ୪ྫྷ֭ᇬׁ ֎ׇՒ

笠岡市の魅力
豊かな自然や歴史に彩られた名所が盛
りだくさんの笠岡市。その魅力の一端
をご紹介。

北木石の丁場
ሾኪဥၟౌ֭चᘺ৤ զሾኪุէ֮Ւ႘቎

ઠப቎࿷቎৛Ւဪੜࢾঢ়؃ၾ቎֭ࣴ֩֨

ଔ່ᆾ֪ౚ׋׎Ւ႘቎֭ઝ༉ँ֪஭ଝֽ֖

֖֞Փነಓ֊׈ଵఓֽ֦ంุב໗ོ׊֐඘

ӡุโ׉඘Ӣ֭ ࿶ሰ༊֊֮׈Ւບ་֩૤৑ב

ሰ֦֌ֽࡴ Փ֘

႘቎ౌ࡬

道の駅笠岡ベイファーム
Ⴉ৖ዃ㕸㕰ቮ෗֋጖඘֘׊ཨேདሑ઺౪

֭ၗ֭ࢾՓ౮็ב೘ׇֿࡗ׉օ֪ዃӻӽԸԱ

֭ᇴ඘ַఎ֭चՒؒ ؉՛Ւֱ ׮ؗ׮רՒ׉׎ֽ

֧౟ਆๆy֭चyבඬև֭֨֩׊጖඘ೄ

֭඾֣ב֊ֿ೘׉ຎב־ಲ౮ཨՓ

׽׸ؒ׮

笠岡ラーメン
ঀ ՛ؘ׶Ւ؞ס؟׽֪،՛׮֮ب՛ؖ؞ࣰ

උው֦ು֞ು૶ב՛֪ැྛؚ׬ ӡ֪֨׉Ӣ֋

ౚ֥׋׎փ֭׊֋ၟ֦྇ Փ֘บ֭׋႘֋໣փ

ࣰ౅֦֮႘൴ಐ৖֋ྙփ֧֒֊׈Ւጊ૶֋

ม֪גப֥׋׎փ֞֞ි׀ઝ֩ඳఔ֧֖֥ ැ

ྛ֋ౚֽ֖֞׋׎Փ

ؖؠץ

白
しら

石
いし

踊
おどり

ঀࣰ౦წุဥ֪ଽ֎֊׈࿿׊׎ቑጇ֦׉Ւ

զᆭጺጇէ֭㕱֣֧֖֥Ւר׮؂؛ኅ૛ᇌँ࡬

ౌ֪ဎᎩֽ֖֔֞׋Փጇ֭਍ଳ֮Ւญ୅ၾॆ

֦ப֞׋׎ଳᇓ෯ဥ஽๗֭๗౲ೄ֭፺ב

྄օ֪֞׀ౡֽ֢֧֞ସփ࿿և֥׋׈փֽ Փ֘

ᇌँ

ׁ֧֥ഉ֘׃־փৄ੩֋ธ֢֥ փֽ Փ֘

ÆԁӻӾӷԂԀӺӻ

ࣰ౅ଡঀࣰ౦ཨ࣡ྎӻᄮད֭ӻ

ԣԏԙԄӺԂԀӿӷԀԃӷӼӻӼӻ ӡ༉ᅳӢ
ԸՈՈՄՇԄӹӹՋՋՋӸԳԺՈՍӸԽԱՇԱՃԽԱӸՃԽԱՍԱՁԱӸԻՄӹԺՂԴԵՌӼӸԸՈՁՀ

་มੳ֭׽ب؎י զօ֭־౦է

٢ঀࣰሐຽ
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文部科学省内で行われているイベントや展示等を中心に、
文部科学行政に関わるニュースをお届けします。今回は、放送
大学の取組と信州大学の研究内容をお知らせします。　N E W S

The Open University of Japan

Ӡሐຽ་ॺ ӡ቎ᆪ ӱ ๑ጃଡ๑ጃ౦Ւ ॺྙ ӱ ৤ࢰऱኹӢ ֮Ւ զॺֲ

ׁ֧֧֪ཝ֎ቴ጖}ሐຽ་ॺֽ֦֭֭֒׋ᇶ׈֊׋֧֒־}է ב

՛֪ؓՒ׻ ৫ब࿶ಘב զᇌᆪऎॺ൶ගሇֱ֯׌է ֦பփֽ֖֞Փ

Ӡሐຽ་ॺ֮Ւ ႘቎֦௻ഷ֊֣ዑ؈ء׻֭ࡴ Ք ሐຽׇ֪ן׭؞

ฝਊ֭౟Ⴉฑ་ॺ֧֖֥Ւ ӻԃԂӽӲ׊ ൨ᎬӿԂӴ Ⴉ֪็ጵ֔׋Ւ

ӼӺӼӽӲ፭ᎬӿӴႩՒ ຕጵӾӺ೮Ⴉב૸ևֽ֖֞Փ զॺֲ֞փ෗֋Ւ

փׁ֣֦Ւ ׁ֦֨֒Ւ ॺָ֞׋֊्׊་ॺէ ኬ౪֖Ւב ԌԢ ׶

؈ء׻׊ׇ֪ؠ؂بؘ Ք ሐຽ೨઄ֺ֭֊Ւ֭ן׭؞ ׸՛؂״بי

Ւ֚׎ցב೨઄ऎኬ֩֨بי؞بןጦዿ֖֞ב׽ ቚॺৼዃӾӺӺ

ऎኬ֪ਸֵ೨઄ב࿓੝֖֥փֽ֘Փ ֽ֞Ւ ๺ேӿԁङസ֭ॺ೺

՛Ւ״بװ ։փ֥Ⴉ৖ዃӽӶӺӺӺऎኬ֭ኜ֪׮՛؏׮׽י؞׻ת

ไ೨઄בಲ౮ׁ֪֧֧֘׊Ւ ӼӺӼӼႩဗ֊״بי֮׈՛ב׽׸؂

ጦዿ֖֥๺ே֊׈೥஬֦֌׊၍ಐຖሑ୶֭؋י؞ ԦԵԲ ೨઄֋

ౡֽֽ֖֞׉Փ ፫૱ዃӻԂӼቮ෗֭ॺภ֋ሐຽ་ॺֽ֦֪֦׋֒

ॺֲՒ ዃӻӽӸԂቮ෗֋໘઄ Ք ೲፇ֖֥փֽ֘Փ

ӠӼӺӼӼႩӽଈՒ ሐຽ་ॺ֮ௗଢ଼ԀႩ৖֭ශ֞֩೘׉ຎ֪־৘

๓ସ׊֘ զੱॺԥԺՇԺՃՂӼӺӼԁէ 브֖Ւב ೂव֭ᇥँց׊փ֮

ऎॺਙടֽ֖֭֕׀փුᇶ֪ଢ଼֧֩֒׊׋֎໴֖֥ࣤփ֎֧փօ

文部科学省のエントランス展示に謎の本棚が出現しました！

１.   放送大学
  「学びとともに築く未来―放送大学のこれまでの歩みとこれから―」

ሐຽ་ॺԒԟ

ԸՈՈՄՇԄӹӹՋՋՋӸՃՉԻӸԱԳӸԻՄ

主な展示物 ：

●放送大学の最初の印刷教材 （1985年初版）、 現在開講中の放送大学の印刷教材344冊 ・ 映像 「映像でたどる、

放送大学40年の歩み」 ・ 放送大学のこれまでの歩みとこれからの展望について、 紹介したパネル

展示期間 ： 2023年11月10日～ 2023年１２月２２日

展示場所 ： 「文部科学省 情報ひろば」 新庁舎２階 エントランス

ኬᅮבነ׈֊ֽ֪֖֖֞Փ զੱॺԥԺՇԺՃՂӼӺӼԁէ ֦֮ զֱ֧֪׉ֱ֧׉௻࿪֩ॺֲבሐຽ་ॺ֊׈է ৰ቎ጫႪ֧֖Ւב ؜׬פח

֥֖֧ب؞،ب զ֭ࡱੱ׽بءנ؟४ഊׇ֪׊ॺֲྞ֖౫࣍էՒ զੱँؠ״׭׼֭ࡱ Ք Ԕԍԣ ँ້֭ුէՒ զؖࡱੱחט׼ଞ੄्ᄇ৿

Ⴗ֭ഊಲէՒ զॺֲ஽փ֧དࡰᎌૢ֭඘֧֖֥֭ॺ೺״بװ՛৿Ⴗ֭ഊಲէ ֖֥֜ զே఑ँ֭෮ුէ ૡֽ֑֖֞Փב֨֩  ቎࿶ಘ

֦֮Ւ ሐຽ་ॺֽ֦֭֭֒׋ᇶ֣֪׈֊׋֧֒־փ֥Ւ ֓ൾऴֽ֖֖֞Փ

ሐຽ་ॺ֭௻ഷ֭ࡽలੱఔ ӡӻԃԂӿႩഷᄟӢ֧ ଵఓ्஬ཨ֭ሐຽ་ॺ֭ࡽలੱఔ

ӽӾӾఱב࿶ಘj

ໂࢭ֧ؠ؂؆ Ւ֦ሐຽ་ॺֽ֦֭֭֒׋ᇶ֣֪׈֊׋֧֒־փ֥בൾऴՓ ሐຽ་ॺॺࣆሓ֧৘૒ท፭֭ զ୞ാ኎ମ቎էՓ
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Shinshu University

Ӡ႘቎֭ࣴ௠֧ସ׊׋׎ӽ֣֭ב׮،ؠחዛ

ஸ౅ད໷Ւ׊֘ මೱՓ थ႘Ւ එஸད֦ب؀ؐ

Ւ׋॰Ⴁ֥֔׀ਖ਼֭ᇵඳঊ၌֋ഷ֭ؠ׫

මೱ་ॺጫॺᆪ֭ଞ੄Ꭺᇌ֧ඃૼ࿨֩

਋Ꭹ಼෉֋ฌैཨֽ֖֞׉֏׀֐֊בՓ

Ӡ֭֒་ಛ๹׻ב՛֪֖ؓ֞ զಛ๹ऎॺէ

֭ྔ௮Ւ ଞ੄Ւ ౮็Ւ ໣ఀ֦֭׾ؠ՛ט؊

ঊ၌Ւࡱੱ֩ ৄ੩ᇱ๺ঊ၌֮Ւ මೱ་ॺ

֭๶ිՒ ྙኾଡ౧ᄧॺ஑׃੊ฑ൪቎ஸ့

ॺ஑֭ಐ༉֊׈ቾy֧೥֐૫֋֥׋փ׊ಃ

ౌ֧֖֥Ւ Ւ׉୐בփ፾ౝ֧࿿ျࢰ ௗ႘֪

Փֽ֘׉౼

N E W S

මೱ་ॺԒԟ

ԸՈՈՄՇԄӹӹՋՋՋӸՇԸԺՂՇԸՉӷՉӸԱԳӸԻՄ

主な展示物 ：

●実物展示　　ライチョウ剥製 （明治～昭和初期製）

●映像投影　　ドローン撮影による信州の空中散歩、 NHK 上高地映像アーカイブス、 他

●パネル ・ AR 展示　　自然科学研究例 （web リンク） ・ 高山帯動物のAR

展示期間 ： 2023年11月10日～ 2023年１２月２２日

展示場所 ： 「文部科学省 情報ひろば」 新庁舎２階 エントランス

雄大な信州のアルプスを背景に、ライチョウの剥製、高山帯動物のAR展示
パネルなど、信州大学の企画展示が展開されました。

２. 信州大学「信州大学の自然科学」

Ӡ႘቎઺౪֭౅ॻ෨ിب؜׬פءר զ൚༭ب؜׬פءרէՒ ๶ි஑֊׈೥֐૫֋֞׋৵൛

၌ᆾ֭ყล׃ඬᆾᅮ቎֭֩֨਌ഓ֩ಲᆾಃፍ֋ଣ׊׋׈ զමೱ་ॺಛ๹ऎॺ৛էՒ ጫॺ

ᆪ׃Ⴚॺᆪ֦֭؊ט՛׃ࡱੱ׾ؠՒ ౅ॻऎॺଞ੄੐࿾֦֭๐༾ଞ੄�Փ මೱ֦֭ զಛ๹

ऎॺէ ֮Ւ ྙኾଡ֦ዑ֭ࡴேጵ་ॺ֦ց׊මೱ་ॺ֦֭֮֩׈ၤಛตב॰ጵ֖֞अཏ

ց׊ஸ့ੱࡱՒ ଞ੄֥֢֧֩׾ب؞؋փֽ֘Փ

Ӡௗष֭࿶ಘ֮Ւ ֭֜ମ࿾֧֩֜׉օ֩ಃፍ׃Ւ ೥֐૫֋֞׋਌ഓ֩ ՞։ሉ՟ בᆪࡴ֭

֓ൾऴ֖֥փֽ֘Փ

ӽ֣֭ב׮،ؠחዛ֘׊ஸ౅ད໷Ւමೱ׻ב՛֪֖ؓ֞ զಛ๹ऎॺէ֮Ւමೱ་ॺ֭๶ිՒྙኾଡ౧ᄧॺ஑׃੊ฑ൪቎

ஸ့ॺ஑֭ಐ༉֊׈ቾy֧ ೥֐૫֋֥׋փֽ Փ֘

৵൛၌ᆾ֦ց֭כ؜׶י؞׊ყลՓ

ႏ಑ଭר՛ؓ׮֪׾՛בبמ؊׽֊֧֕֘Ւ؀

ֽ׋֔ࢬ֋ဨנ׬ؗנب؀֧ؐؠ׫بؐ Փ֘

็མؗ״؀՛֭ࢭໂ֮Ւමೱ་ॺॺടଞ੄ࢇ ӡጫॺ૩Ӣ ဪ඗ ஂಓੱ೨֋ԝԒԗ֧֭੢၍ଞ੄֧֖֥ ՒӼӺӼӼႩ֪ഷ֥׀వ֪ࢬถୱ֖

֞਌ഓ֭֩ؠ׫ب؀ؐਖ਼ᇵඳࢭໂ֦ Փ֘
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